
評価 具体的な理由

1
エネルギー・食料品等物価高騰支援給付
金事業
【低所得者世帯給付金】

コロナ禍における電力・ガス ・ 食料品等の価
格高騰による負担増を踏まえ、世帯全員が住
民税非課税である世帯に対し、一世帯につき３
万円の現金給付を行う。

235,860,000 235,860,000 R5.4.25 R6.1.31 非常に有効であった
コロナ禍における電力・ガス・食料品等価格高騰による家計への影
響が大きい低所得世帯の経済的負担の軽減を実現できた。

2
エネルギー・食料品等物価高騰支援給付
金事業【事務費】

コロナ禍における電力・ガス ・ 食料品等の価
格高騰による負担増を踏まえ、世帯全員が住
民税非課税である世帯に対し、一世帯につき３
万円の現金給付を行うにあたって必要な事務
経費。

8,281,441 8,281,441 R5.4.25 R6.1.31 非常に有効であった
コロナ禍における電力・ガス・食料品等価格高騰による家計への影
響が大きい低所得世帯の経済的負担の軽減を実現できた。
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7
地域交通燃料価格高騰対策事業【４月～
１２月分】

コロナ禍において、燃料高騰の影響を受ける
公共交通機関の事業者に対して、地域公共交
通の安定的な運行を確保することを目的に、燃
料高騰分を路線バスやタクシー事業者に支援
する。（県補助相当分を控除）

962,425 0 R5.8.8 R6.3.25 非常に有効であった
燃料費高騰等に対し事業者へ補助を行うことで、各事業者の事業継
続の支援をすることが出来た。

8 うさここ保育料支援事業

コロナ禍における電気・ガス・食料品等の価格
高騰により、経済的に影響を受けている子育て
世帯を支援するため、保育料を負担している世
帯に対して利用者負担額を全額支援（免除）
し、保護者の負担軽減を図る。

33,179,500 0 R5.10.1 R6.3.31 非常に有効であった

・子育て世帯の経済的負担を軽減することができた。
・認定こども園、保育園を利用している子育て世帯については、本事
業を実施したことで継続して園を利用しやすい環境を整えることがで
きた。
・園を利用していない世帯については、本事業で経済的な不安が解
消され、新規での申込み等に繋がった。

9
地域消費喚起プレミアム商品券支援事業
（物価高騰対策）

コロナ禍の長期化に加え、ウクライナ情勢によ
る原材料費やＬＰガスをはじめとする燃油・物
価高騰の影響を受けている地域経済の活性化
を図るとともに、市内消費の喚起による地元事
業者の支援のため、商工団体が発行するプレ
ミアム商品券に対して県との連携により助成を
行う。

56,396,441 56,368,000 R5.7.10 R6.3.29 相当程度有効であった

・商品券の利用期間で総額611,000千円が流通することにより個人消
費の活性化が図られた。
　また、主に飲食業や小売業等の小規模事業者へ利用されているこ
とから、コロナ禍や物価高騰の影響で大きく影響を受けている業種を
始めとする地域経済の再活性化が図られた。

10
小規模事業者等エネルギー価格高騰対
策事業

コロナ禍において長期化しているエネルギー価
格等の高騰により、影響を受けている中小企
業・小規模事業者等に対して支援するため、中
小企業・小規模事業者（農林漁業を除く。）に対
し支援金を給付する。

72,320,940 72,000,000 R5.7.10 R6.2.22 相当程度有効であった

・本事業については、必要とする事業者へ早急に給付することが重
要であったため商工団体の協力を得て実施したため、事業者からは
その給付までのスピード感も含め本事業に対して評価していただい
た。

11 畜産飼料価格高騰対策事業

コロナ禍における物価高騰等により影響を受け
ている畜産農家に対し助成を行い事業継続を
図るため市内に農場がある畜産農家に対し、
配合飼料の価格高騰分の一部を補助する。

17,653,000 17,600,000 R5.8.8 R5.12.27 非常に有効であった
　畜産農家に文書通知したところ、大半の方は1か月以内に申請があ
り、最終的には予算額に対し99.5％を補助することができ、畜産事業
継続に寄与することができた。
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12 主食用水稲物価高騰対策事業

コロナ禍における物価高騰等により影響を受け
ている農業者、または、市内に主な事業所を置
いている法人のうち、令和５年度に主食用水稲
を生産する経営体で、次年度も水稲の生産の
意志があるものに対して補助金を交付する。

45,669,150 45,000,000 R5.7.4 R6.3.31 相当程度有効であった
次期作に向けた耕作意欲を喚起することができた。
経営の維持を迅速に支援することができた。

13 漁業燃油価格高騰対策事業

コロナ禍における物価高騰等により影響を受け
ている漁業者に対し補助金を交付することで本
市の基幹産業の一つである水産業の維持・継
続、操業技術の継承及び漁家経営の安定を
図っていく。

5,986,200 5,900,000 R5.4.1 R6.2.15 非常に有効であった
原油価格高騰の影響により所得減となっている状況下において、漁
業の主経費である燃油代の支援により漁家経営の継続・安定が図れ
た。

14 シイタケ栽培燃料費高騰対策支援事業

コロナ禍における物価高騰等により影響を受け
ている椎茸生産者を支援することで大分県の
特産物の一つである椎茸生産の維持・継続、
生産技術の継承を図っていく。

987,000 312,000 R5.7.1 R5.9.30 非常に有効であった
椎茸生産者の負担軽減並びに生産の維持・継続が図られ、乾椎茸
の安定供給につなぐことができた。

15 ＵＳＡ旅割支援事業

新型コロナウイルス感染拡大及び電力・ガス・
物価高騰により大きく影響を受けている市内宿
泊施設など観光関係事業者を支援するために
宿泊費用の１人１泊２，０００円を限度に補助を
行い誘客を促すもの。

10,039,593 10,000,000 R5.8.10 R6.3.29 相当程度有効であった

・新聞広告を2回を行ったことで事業ならびに宇佐市の情報発信をす
ることが出来た。
・宿泊施設が大手宿泊予約サイトに本キャンペーンを掲載させたこと
等によって、宇佐市の情報発信に繋がった。

16 ＵＳＡ旅っチャ設置事業

新型コロナウイルス感染拡大及び電力・ガス・
物価高騰により大きく影響を受けている市内飲
食店などの観光関係事業者を支援するため、
市内飲食店使用可能なチケットが購入できる
自動販売機を近隣県の高速道路SA設置する
ことで誘客を促す。

3,802,734 0 R5.8.10 R6.2.28 相当程度有効であった

・各メディアでの告知(新聞1回、ラジオ2回、テレビ1回)を行ったことで
事業ならびに宇佐市の情報発信をすることが出来た。
・メディア告知とイベント自体の魅力が高いことで当初予定していた数
以上の販売数を予定より速いスピードで完売することが出来た

17 宇佐市小・中学校電気代高騰支援事業

新型コロナウイルス感染症及び燃料高騰の影
響を受ける学校施設に対して、安定的な運営
を確保することを目的に、施設の光熱費（高騰
相当分）に対し臨時交付金を活用する。

68,636,423 0 R5.4.1 R6.3.31 非常に有効であった

電気使用量への支援により、空調設備の使用制限を緩和し、熱中症
予防などによる児童・生徒の安全確保、快適な教育環境の維持、夜
間に学校施設を活用し地域の社会体育に貢献している社会体育団
体への継続的な支援ができた。

18 宇佐市公民館燃料高騰重点支援事業

新型コロナウイルス感染症及び燃料高騰の影
響を受ける公民館施設に対して、安定的な運
営を確保することを目的に、施設の光熱費（高
騰相当分）に対し臨時交付金を活用する。

2,573,160 0 R5.4.1 R6.3.31 非常に有効であった

燃料費高騰分を利用料に転嫁しなかったことにより、利用者は２月末
現在で前年比で同程度の利用が図られた。公民館利用者数を維持
によって、社会教育活動や健康増進活動の活性化を図ることができ
た。

19
宇佐市民図書館電気代高騰重点支援事
業

新型コロナウイルス感染症及び燃料高騰の影
響を受ける図書館施設に対して、安定的な運
営を確保することを目的に、施設の光熱費（高
騰相当分）に対し臨時交付金を活用する。

5,556,744 0 R5.4.1 R6.3.31 非常に有効であった
今年度も電気代の高騰が見込まれるので、新型コロナウイルス感染
症対応地方創生臨時金を図書館光熱費（電気代高騰分）に充て、コ
ロナ禍における安定的な図書館運営を図った。


